
 

 

 

 

    

【【【【団体団体団体団体ののののプロフィールプロフィールプロフィールプロフィール】】】】    

代 表 者代 表 者代 表 者代 表 者    会長 青村 建一 

結 成結 成結 成結 成    平成１３年９月１日から 

活 動 人 数活 動 人 数活 動 人 数活 動 人 数    （結成当時）２０人     （平成２０年６月末現在）４３人 

メ ン バ ーメ ン バ ーメ ン バ ーメ ン バ ー    

構 成構 成構 成構 成    

地域安全指導員１２人 ・青少年育成推進員１０人 ・小中ＰＴＡ関係者１４人・ 

学校担当者２人    ・行政担当者５人 

    

                                    
（（（（ＨＨＨＨ１９１９１９１９文部科学大臣学校安全文部科学大臣学校安全文部科学大臣学校安全文部科学大臣学校安全ボランティアボランティアボランティアボランティア奨励賞受賞奨励賞受賞奨励賞受賞奨励賞受賞））））            （（（（合同合同合同合同サポートサポートサポートサポート活動活動活動活動によるによるによるによる登下校登下校登下校登下校のののの見守見守見守見守りりりり））））    

                                        
                        （（（（さかほぎさかほぎさかほぎさかほぎ夏夏夏夏まつりのまつりのまつりのまつりの夜間見守夜間見守夜間見守夜間見守りりりり活動活動活動活動））））                                    （（（（所轄警察所轄警察所轄警察所轄警察とととと連携連携連携連携をををを図図図図りりりり、、、、防犯教室防犯教室防犯教室防犯教室をををを実施実施実施実施）））） 

    

【【【【活動活動活動活動のきっかけのきっかけのきっかけのきっかけ】】】】    

・  平成１３年、全国的に子ども達が被害に遭う各種事件・事故が全国的にクローズアップされてき

た。坂祝町内では、幸い大きな事件・事故が起きてはいなかったが、不審者の出没回数が何件か

確認されるようになり、ＰＴＡや学校関係者からも防犯の強化について話題がでるようになった。 

時を同じくして、町の議会でも防犯に関わる質疑もあったこともあり、県が募集していた地域・学

校安全サポートモデル事業に応募し、坂祝町としてその指定を受けて具体的な組織づくり、子ども

の見守り活動を行うこととした。 

 

・  設立当時は、「地域安全指導員」と「青少年育成推進員」の計２０名で発足したが、平成１５年４月

には小学校ＰＴＡが、平成１６年４月には中学校ＰＴＡが加わり、会員が増加した。 

 

・  また、平成１５年４月には、坂祝町老人クラブ連合会が協力団体として加わり、２５０名の方が「シ

ニア見守り隊」として活動に参加するようになった。平成１８年４月には、防災ボランティア団体「なん

てんの会」も協力団体として加わり、子どもの見守り活動が盛んになっている。 

坂祝町地域学校安全坂祝町地域学校安全坂祝町地域学校安全坂祝町地域学校安全サポートチームサポートチームサポートチームサポートチーム推進協議会推進協議会推進協議会推進協議会（（（（坂祝町坂祝町坂祝町坂祝町）））） 

～～～～安全安全安全安全・・・・安心安心安心安心なななな町町町町    坂祝町坂祝町坂祝町坂祝町をめざしてをめざしてをめざしてをめざして～～～～ 



【【【【活動活動活動活動をををを始始始始めるめるめるめる際際際際にににに用意用意用意用意したものしたものしたものしたもの、、、、最初最初最初最初のののの相談先相談先相談先相談先】】】】    

用 意用 意用 意用 意 し たし たし たし た    

も のも のも のも の    

＜子どもの見守り活動＞ 

・  サポーターユニホーム一式(帽子・夏服・冬服)【【【【町町町町でででで負担負担負担負担（（（（県県県県からのからのからのからの補助補助補助補助もももも含含含含むむむむ）】）】）】）】    

・  啓発のぼり旗、横断幕【【【【町町町町でででで負担負担負担負担（（（（県県県県からのからのからのからの補助補助補助補助もももも含含含含むむむむ）】）】）】）】    

最 初最 初最 初最 初 のののの    

相 談 先相 談 先相 談 先相 談 先    

＜子どもの見守り活動＞ 

・  協議会長になっていただいた方が、警察ＯＢということもあって、地元の交番や加  

茂警察署に相談した。 

    

【【【【活動活動活動活動区域区域区域区域、、、、活動内容活動内容活動内容活動内容】】】】    

活 動 区 域活 動 区 域活 動 区 域活 動 区 域    

坂祝町内全域（１小１中の校下であるため町内全てが活動区域） 

  ※ 主に小中学生の通学路を中心に、見守り活動を実施している。 

  ※ 駅周辺や以前不審者が出没した場所も重点的に見守りしている。 

活 動 内 容活 動 内 容活 動 内 容活 動 内 容    

・  啓発横断幕、のぼり旗の設置し、学期毎に更新している。 

 

・  「防犯パトロール実施中」の車用ステッカーの作成し、会員などに配布し、パトロー

ル活動に取り組む。【【【【随時実施随時実施随時実施随時実施】】】】 

 

・  登下校時にあわせ、子どもの見守り活動を平日毎日実施。 

また、毎月第一月曜日を「坂祝町サポート活動の日」として定め、より一層の活動

参加を呼びかけている。【【【【１０１０１０１０～～～～２０２０２０２０人体制人体制人体制人体制。。。。サポートサポートサポートサポート活動活動活動活動のののの日日日日はははは、、、、約約約約５０５０５０５０人人人人がががが参加参加参加参加】】】】 

 

・  年３回（各学期１回ずつ）、合同サポート活動を実施。 

子どもたちの登下校の見守りを行うと共に、子ども達と一緒に登下校する中で、

危険箇所等をチェック。【【【【５５５５～～～～１０１０１０１０人体制人体制人体制人体制】】】】 

 

・  夏祭り（夜間）における子どもの見守り活動の実施。 

 

・  町民祭りにおける啓発活動(幼稚園児・保育園児による「ちびっ子警察」)の実施 

 

・  所轄警察署と連携し、幼稚園や保育園、小学校における防犯教室の実施。【【【【それそれそれそれ

ぞれぞれぞれぞれ年年年年１１１１回回回回】】】】 

 

・  小学校と連携を図り、標語づくり（平成１９年度から募集）や啓発紙芝居づくり（現

在２種類作成）を実施。 

    

                                
        （（（（幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園やややや保育園保育園保育園保育園、、、、小学校小学校小学校小学校でのでのでのでの防犯教室防犯教室防犯教室防犯教室））））                        （（（（町民町民町民町民まつりにおけるまつりにおけるまつりにおけるまつりにおける啓発活動啓発活動啓発活動啓発活動【【【【ちびっこちびっこちびっこちびっこ警察警察警察警察】）】）】）】） 

    

    

    



【【【【活動活動活動活動をををを継続的継続的継続的継続的にににに行行行行うためにうためにうためにうために工夫工夫工夫工夫していることしていることしていることしていること】】】】    

・  無理に新たな組織を立ち上げたり、大きくするのではなく、既存の組織や団体を生かすようにし

ている。また、「進んで防犯ボランティアに取り組みたい。」という人を積極的に取り入れる。 

 

・  行政として、最低限の予算は組み、統一した防犯ユニホームや帽子、啓発用具を準備する。 

 

・  坂祝町総務課と教育委員会、交通安全協会、青少年育成等との連携を図り、より効果的な活動

を行う。 

 

・  町の全世帯に配布する行事カレンダーに見守り活動日を位置づけている。また、広報や防犯通

信を発行し、活動内容を全町民に紹介している。 

 

・  幼稚園や保育園、小中学校の行事の中に防犯に関わる行事を位置づけ、園児や児童、生徒の

防犯意識も日頃から高めている。 

また、毎年、家庭教育学級においてもセルフディフェンス（いじめやおどし、不審者・連れ去り、

勧誘等の暴力から自分で自分を護ることを教えるプログラム）やＣＡＰ（子どもへの暴力防止プラグ

ラム）等を実施し、親子で受講できるように工夫し、保護者の防犯意識も高めている。 

    

【【【【これからこれからこれからこれから活動活動活動活動をををを始始始始めるめるめるめるボランティアボランティアボランティアボランティアのののの皆皆皆皆さんへのさんへのさんへのさんへのアドバイスアドバイスアドバイスアドバイス】】】】    

・  地域の中には、防犯に対して専門的な知識をもった方や意欲をもった方がお見えになります。そ

の方々をどう発掘し、どのように生かしていくかがポイントです。坂祝町では、協議会長が中心とな

り、警察と連携をとりながら、協議会運営を行っていることが有効に働いています。 

 

・  まわりには、「防犯」だけでなく、「交通安全」や「青少年育成」、「幼小中ＰＴＡ」など、子ども達の

健やかな成長を願う各種団体がたくさんあります。細かな活動に違いはありますが、「子ども達は地

域の宝。安全・安心な町づくり」等のねらいは同じです。ですから、共に手を取り合い、互いの活動

を尊重しあって協力して活動をすすめていくことが大切だと思います。 

 

・  行政と学校、サポートチーム、保護者等の協力・連絡体制も重要です。日頃から互いに連絡し合

える組織にしなくてはいけません。坂祝町では、メール配信システムを有効に使い、近隣市町村との

情報共有にも努めています。 

 

・  今までの活動の成果として、本年度も、１５０名を超える保護者の方が進んでサポート活動に参加

したいと手を挙げています。現在、町内全体で子どもの見守り活動を進めていこうという気運が高ま

ってきています。究極には、一部の役や係をもっている人のみが活動を行うのではなく、地域住民

全員がサポート活動に協力できる町づくりにしていくことが理想だと思います。そのためにも、活動

内容を広報や防犯通信等で積極的に町民に紹介していくことも大切だと思います。 

 


